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 本論文は明治 10年から昭和 30年ごろまでの約 80年間の日本の進化論関係の著作を調べ
て、日本の進化論史の通史を日本ではじめて述べた著作である。 
 本論文は 400字詰め原稿用紙で約 1900枚あり、（一）（二）（三）（四）巻の４冊の単行書
として市販されている。 




















































































































































































































































 平瀬作五郎が 1894 年にイチョウの精子を発見し、池野成一郎がソテツの精子を発見し、
1896 年に前後して発表した。池野は『植物系統学』（1906 年）を発表して外国留学の途に
ついた。この年外山亀太郎のカイコの遺伝についての論文が『農科大学研究紀要』に発表
された。池野は帰国してまもなく、『ローマ字実験遺伝学』（大正３年）を出版した。池野
は研究テーマを変えたのかなと疑われる。池野は植物分類学から実験遺伝学に変わった理
由をなにも述べていない。改訂４版『ローマ字実験遺伝学』は日本人の研究にふれている。
改訂４版では生物統計学に取り組んでおり、実験値と理論値と誤差率を熱心に計算してい
る。カイ二乗検定はまだ普及していなかった。 
 第七章「木原均のコムギの遺伝学」では、木原が坂村徹のコムギの研究をうけつぎ、北
大農学部から京大農学部農林生物学科へ移籍したこと、この時代、ドカンドルの栽培植物
の起原が一般的資料であったこと、そこにシュルツの小麦の系統分類（1913 年）が提出さ
れたことが指摘された。すでに坂村はコムギの染色体が n=7、14、21、とし、７本を基本と
する倍数であることを指摘し、世界の研究者が追試した。木原はゲノム説を提出し、二価
染色体と一価染色体を実験的に確かめて、ゲノム分析の方法を確立した。さらに、現在の
パンコムギの先祖にコムギとは別のエギロプス属のタルホコムギを想定し、京都大学カラ
コルム・ヒンズークシ探検隊がイラン・アフガニスタンにタルホコムギの自生地を確認し、
コムギの進化の一部を確認したことを述べた。さらに理論的に仮説をたてたタネナシスイ
カを実験で確認して作成したことを述べた。 
